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○
議
案
第
１
号　
民


○
議
案
第
２
号　

�

　
草
津
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例

　
草
津
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
も
法
改
正

に
対
応
し
た
内
容
に
な
り
ま

す
。

○
議
案
第
３
号　
民


　
草
津
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
も
改
正
し
、
延

滞
金
を
算
出
す
る
際
に
用
い
る

割
合
の
名
称
等
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

　　　12　月　　　　　定　例　会

令和 2 年度　12 月補正予算（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主 な 内 容 （ 歳 出 ） 総額

議案第４号 
一般会計（第８次）　

総 8　　民8
＋8,075万円

住民投票事業 ＋870万円

60億 2,401 万円

町単独都市計画整備事業 ＋1,180万円

介護保険特別会計繰出金 ＋1,913万円

各種予防接種実施事業 ＋1,031万円

クリーンセンター建設改良工事 ＋ 2,557万円

クリーンセンター車両 ＋698万円

町営住宅中島団地管理事業 ＋500万円

議案第５号 
国民健康保険特別会計（第１次）　民8

＋76万円
一般被保険者医療給付費事業 ー165万円

9億 5,636 万円
介護納付金事業 ＋91万円

議案第６号 
介護保険特別会計（第２次）　

　　民8
＋2,609万円

保険給付金 ＋2,684万円

6億 156万円
基金積立金 ＋548万円

償還金 ー2,054万円

繰出金 ＋1,323万円

議案第７号 
後期高齢者医療特別会計（第１次）民8

＋924万円
他会計繰出金 ＋282万円

1億 1,970 万円
予備費 ＋570万円

議案第８号 
公共下水道特別会計（第１次）　　民8

＋5,852万円
人件費・処理場再構築事業 ＋33万円

11億 6,187 万円
予備費 ＋5,819万円

議案第９号 
前口簡易水道事業特別会計（第１次）民8

ー110万円
前口簡易水道会計総務事務
事業費

ー110万円 881万円

令和 2 年度　12 月補正予算（事業会計）
会　計　名 補正額 総額

　　　議案第10号　　
　　　水道事業会計（第1次）　民8  　　 

収益的
収入 ＋7万円 2億 5,504 万円

支出 ー7万円 2億 1,199 万円

資本的
収入 ＋661 万円 2,812 万円

支出 ＋4,628 万円 1億 1,520 万円

条
例
制
定
等

補

正

予

算
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　　　12　月　　　　　定　例　会
議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8  …   総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会
温8 …  温泉温水対策特別委員会

○
議
案
第
11
号　
温


　
温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【
申
請
者
】

　
（
株
）
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
代
表
取
締
役　
上
田
卓
味

【
変
更
理
由
】

従
業
員
寮
に
許
可
さ
れ
て
い
る

万
代
源
泉
の
一
部
を
旅
館
に
分

湯
し
利
用
し
た
い
た
め
。

○
発
議
第
１
号

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置

【
提
案
理
由
】

　
平
成
31
年
4
月
の
改
選
か
ら

1
年
半
が
経
過
し
、
議
会
運
営

に
関
す
る
新
た
な
問
題
が
生
じ

る
状
況
で
あ
る
。
改
め
て
議
会

運
営
や
情
報
公
開
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
議
論
す
る
時
機
が
訪

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

本
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

【
調
査
事
項
】

　
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
議

会
の
公
開
制
度
、
議
員
広
報

等
、
議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
・
研
究

【
定
数
・
構
成
】
12
名

　
委
員
長　
　
湯
本
晃
久

　
副
委
員
長　
金
丸
勝
利

　
委　
員　
　
宮
﨑
謹
一

　
　
〃　
　
　
宮
崎
公
雄

　
　
〃　
　
　
中
澤
広
夫

　
　
〃　
　
　
中
澤
康
治

　
　
〃　
　
　
安
井
尚
弘

　
　
〃　
　
　
市
川
祥
史

　
　
〃　
　
　
有
坂
太
宏

○
発
議
第
２
号

　
草
津
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
議
員
に
よ
る
議
会
活
動
報

告
、
広
報
活
動
等
は
各
議
員
の

責
任
に
お
い
て
自
由
に
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
に
あ
っ
て
は
、
虚
偽
や
事

実
誤
認
等
が
生
じ
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
改
正
案
は
、
虚
偽

や
事
実
誤
認
に
よ
っ
て
他
人
の

名
誉
を
傷
つ
け
る
事
態
を
招
か

な
い
よ
う
、
政
治
倫
理
基
準
に

お
い
て
明
文
化
す
る
も
の
。

○
発
議
第
３
号

　
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

【
要
旨
】

　
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る

親
族
が
、
そ
の
納
税
者
の
営
む

事
業
に
従
事
し
対
価
の
支
払
い

を
受
け
る
場
合
、
そ
の
対
価
の

金
額
は
当
該
納
税
者
の
所
得
の

計
算
上
、
必
要
経
費
に
算
入
し

な
い
と
い
う
規
定
が
社
会
的
、

経
済
的
に
自
立
で
き
ず
、
後
継

者
不
足
に
も
拍
車
を
か
け
て
い

る
こ
と
か
ら
所
得
税
法
第
56
条

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
・

財
務
大
臣
・
法
務
大
臣

○
発
議
第
４
号

　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
意
見
書
の
提
出

【
要
旨
】

　
医
療
、
介
護
、
福
祉
へ
の
十

分
な
財
源
確
保
、
公
立
病
院
の

統
合
再
編
や
地
域
医
療
構
想
の

見
直
し
、
医
師
・
看
護
師
等
の

大
幅
な
増
員
、
保
健
所
の
増
設

及
び
社
会
保
障
に
か
か
わ
る
国

民
負
担
軽
減
に
つ
い
て
意
見
書

を
提
出
す
る
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣
・
財
務
大
臣
・

総
務
大
臣

○
選
挙
第
５
号

　
草
津
町
選
挙
管
理
委
員
の
選

挙選
挙
管
理
委
員

・
沖
津
照
夫  

さ
ん

・
宮
﨑
孝
二  

さ
ん

・
佐
藤
純
一  

さ
ん

・
市
川
秀
雄  

さ
ん

選
挙
管
理
補
充
員

・
土
田
陽
一  

さ
ん

・
黒
岩
三
男  

さ
ん

・
根
岸
泰
介  

さ
ん

・
髙
原
美
也
子
さ
ん

○
報
告
第
１
号

　
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に

か
か
る
決
算
報
告

　
白
根
草
津
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
の

決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
報
告
第
２
号

　
温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

【
施
設
名
】
清
重
館

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
39
ℓ
／
分

新
：
重
田
直
人

旧
：
重
田
良
清

【
施
設
名
】
草
津
館

【
源
泉
名
】
白
旗

【
給
湯
量
】
20
ℓ
／
分

新
：
田
村
雅
彦

旧
：
山
口　
誠

発
議
（
議
員
提
案
）

選　
　
　
挙

報　
　
　
告

新
：
重
田
直
人

旧
：
重
田
良
清

新
：
田
村
雅
彦

旧
：
山
口　
誠



2021．1． 29 4

付
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付
託
議
案
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議案質疑議案質疑
歳
入
【
繰
入
金
／
基
金
繰
入
金

（
草
津
よ
い
と
こ
元
気
基
金
繰

入
金
）】

Ｑ　
草
津
よ
い
と
こ
元
気
基
金

の
財
源
振
替
約
７
３
０
０
万
円

と
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

今
後
の
備
え
と
も
聞
い
て
い

る
。
現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　
町
長　
　
前
年
対
比
84
％

ま
で
伸
び
て
お
り
順
調
な
推
移

を
予
測
し
て
い
る
。
返
礼
の
感

謝
券
は
、
旅
館
や
飲
食
で
利
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
草
津
町
へ
訪

れ
て
い
た
だ
く
予
約
の
意
味
で

も
あ
り
大
変
あ
り
が
た
い
。
財

源
と
し
て
は
大
き
く
群
馬
県
内

で
も
圧
倒
的
な
実
績
。
総
務
省

の
ル
ー
ル
は
し
っ
か
り
守
る
。

Ａ　
総
務
課
長　
　
11
月
末
の

申
込
件
数
３
千
211
件
、
金
額
３

億
１
千
415
万
５
千
円
。

対
前
年
比
で
は
件
数
、
寄
付
額

と
も
約
84
％
で
16
〜
17
％
の
落

ち
込
み
。

歳
出
【
土
木
費
／
都
市
計
画
総

務
費
（
町
単
独
都
市
計
画
整
備

事
業
】

Ａ　
企
画
創
造
課
長　
　
現
在

進
め
て
い
る
地
蔵
高
台
広
場
整

備
に
つ
い
て
、
来
年
予
定
す
る

照
明
設
備
の
配
線
、
基
礎
、
支

柱
の
工
事
を
先
行
し
て
行
う
も

の
で
、
お
よ
そ
70
万
円
の
工
事

費
が
削
減
さ
れ
る
。

歳
出
【
衛
生
費
／
予
防
費
（
新

型
コ
ロ
ナ
同
時
流
行
抑
制
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助

成
事
業
）】

Ｑ　
近
隣
の
病
院
や
施
設
か
ら

ワ
ク
チ
ン
不
足
の
情
報
が
あ

る
。
他
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
も

接
種
費
用
を
助
成
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
西
吾
妻
福
祉
病
院
や

近
隣
医
療
機
関
に
補
え
る
よ
う

行
政
側
か
ら
も
言
っ
て
ほ
し

い
。

Ａ　
健
康
推
進
課
長　
　
ワ
ク

チ
ン
は
前
年
度
実
績
に
応
じ
医

療
機
関
が
発
注
を
し
て
い
る
様

子
。
今
年
度
は
不
足
分
を
県

に
報
告
は
行
っ
て
い
る
が
実
際

の
流
通
の
融
通
は
国
中
で
割
り

当
て
。
行
政
機
関
と
し
て
対
応

で
き
る
こ
と
は
少
な
い
か
と
思

う
。

Ａ　
町
長　
　
先
般
草
津
町
で

感
染
者
が
発
生
し
た
際
に
町
外

在
住
者
も
含
め
て
草
津
町
が
検

査
費
用
を
負
担
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
の
同
時
感

染
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
従
来

の
補
助
対
象
か
ら
外
れ
た
方
を

含
め
て
100
％
草
津
町
が
負
担
金

を
持
つ
の
で
希
望
者
は
受
け
て

ほ
し
い
と
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
確

保
は
西
吾
妻
福
祉
病
院
に
も
全

力
を
尽
く
す
よ
う
働
き
か
け
た

い
。

歳
出
【
土
木
費
／
住
宅
管
理
費

（
町
営
住
宅
中
島
団
地
管
理
事

業
）】

Ｑ　
修
繕
費
に
お
い
て
何
部
屋

の
修
繕
か
。
住
人
か
ら
は
カ
ビ

が
ひ
ど
い
と
聞
い
て
お
り
根
本

的
解
消
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
土
木
課
長　
　
修
繕
は
３

部
屋
の
改
修
。
カ
ビ
の
件
は
以

前
か
ら
外
断
熱
工
事
の
対
策
を

施
し
入
居
者
に
も
換
気
依
頼
を

し
て
い
る
。

Ａ　
町
長　
　
町
営
住
宅
の
空

室
は
カ
ビ
対
策
と
し
て
入
居
者

が
決
ま
っ
て
か
ら
改
装
し
て
い

る
。
可
能
な
限
り
断
熱
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。

議
案
第
４
号 

Ｒ
２

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
８
次
）中澤広夫 議員

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

況
は
？

前
年
比
84
％
実
績
。

問答

事
業
内
容
の
詳
細
を
。

地
蔵
高
台
整
備
の
事

業
費
。

問答

市川祥史 議員

ワ
ク
チ
ン
確
保
を
行

政
か
ら
も
要
請
し
て

ほ
し
い
。

不
足
状
況
を
県
に
報

告
対
応
。

問答

問
町
営
住
宅
修
繕
戸
数
、

カ
ビ
対
策
に
つ
い
て
。

今
回
は
３
部
屋
を
修

繕
。
カ
ビ
対
策
に
は

外
断
熱
工
事
と
と
も

に
住
人
へ
換
気
も
依

頼
。

答

地蔵高台広場設備イメージ
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議案質疑議案質疑
歳
出
【
商
工
費
／
観
光
総
務
費

（
か
ま
く
ら
で
彩
る
草
津
温
泉

事
業
】

Ａ　
観
光
課
長　
　
以
前
、
国

の
助
成
に
よ
り
湯
路
広
場
に
か

ま
く
ら
を
設
置
し
照
明
に
よ
り

お
客
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
事

業
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
資

材
や
機
材
を
再
活
用
し
照
明
展

示
を
行
う
も
の
。
費
用
は
商
工

会
委
託
と
し
て
主
に
メ
ン
バ
ー

の
人
件
費
的
な
も
の
。
実
施
は

１
月
中
旬
か
ら
２
月
い
っ
ぱ
い

を
予
定
。

歳
出
【
総
務
費
／
住
民
投
票
費

（
住
民
投
票
事
業
）】

Ｑ　
新
井
元
議
員
に
対
す
る
資

格
審
査
特
別
委
員
会
は
後
藤
議

員
が
立
ち
上
げ
、
新
井
氏
の
資

格
を
審
査
し
て
失
格
で
あ
れ
ば

排
除
す
る
、
追
放
す
る
、
解
職

に
す
る
目
的
だ
っ
た
と
思
う
。

先
ほ
ど
議
長
の
方
か
ら
目
的
が

な
く
な
っ
た
の
で
終
わ
り
に
す

る
と
言
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
は

っ
き
り
し
た
目
的
で
あ
っ
た
と

思
う
。
２
つ
の
方
向
で
進
ん
で

き
て
住
民
投
票
が
先
に
結
論
が

出
た
。
私
の
考
え
で
は
資
格
審

査
特
別
委
員
会
を
中
心
に
や
る

べ
き
だ
っ
た
。

　
住
民
投
票
を
先
に
や
っ
た
こ

と
で
870
万
円
と
い
う
公
費
が
出

る
こ
と
に
な
っ
た
。
費
用
が
掛

か
ら
な
い
資
格
審
査
特
別
委
員

会
を
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

Ａ　
町
長　
　
住
民
投
票
は
住

民
が
意
思
決
定
を
く
だ
す
投
票

制
度
、
資
格
制
度
は
議
会
が
審

議
す
る
制
度
。
性
格
上
独
立
し

た
違
う
も
の
で
あ
る
。
住
民
投

票
の
前
に
は
地
方
自
治
法
を
適

用
し
て
署
名
を
行
い
、
成
立
し

て
、
公
職
選
挙
法
を
一
部
準
用

し
た
も
の
で
、
12
月
６
日
投
票

が
行
わ
れ
た
。
費
用
が
掛
か
っ

て
も
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
進

め
る
。

　
一
番
の
原
点
は
町
長
室
で
性

的
暴
行
を
加
え
た
と
い
わ
れ

て
、
そ
れ
を
町
民
が
信
じ
る
か

信
じ
な
い
か
、
そ
う
い
う
こ
と

を
言
う
議
員
を
許
す
か
許
さ
な

い
か
判
断
を
仰
い
だ
住
民
投
票

で
あ
る
。
選
挙
で
あ
る
か
ら
こ

の
決
定
に
は
何
人
た
り
と
も
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
法
治
国

家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

歳
出
【
総
務
費
／
一
般
管
理
費

（
地
方
公
営
企
業
法
的
化
業
務

委
託
）】

Ｑ　
地
方
債
補
正
に
よ
り
110
万

円
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
入
札

に
よ
る
成
果
と
い
う
理
解
か
？

Ａ　
上
下
水
道
課
長　
　
当
初

予
算
額
550
万
円
は
委
託
歩
掛
か

り
に
よ
り
積
算
し
た
金
額
。
入

札
に
よ
り
440
万
円
で
契
約
で
き

た
た
め
110
万
円
を
減
額
補
正
。

有坂太宏 議員

事
業
内
容
の
詳
細
を
。

湯
路
広
場
で
照
明
と

か
ま
く
ら
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
。

問答

以前実施された
「かまくらいと」の様子

中澤康治 議員

住
民
投
票
に
870
万
円

と
い
う
公
費
。
費
用

が
掛
か
ら
な
い
資
格

審
査
特
別
委
員
会
を

進
め
る
べ
き
で
あ
っ

た
の
で
は
。

住
民
投
票
は
住
民
の

意
思
決
定
、
資
格
制

度
は
議
会
の
審
議
制

度
。

問答

議
案
第
９
号 

Ｒ
２

前
口
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
１
次
）湯本晃久 議員

地
方
債
の
110
万
円
減

額
に
つ
い
て
。

委
託
事
業
の
入
札
成

果
。

問答
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一般質問一般質問
一
般
質
問
に
先
立
ち
、
後
藤
議

員
の
逝
去
に
心
か
ら
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
冬
を
迎
え
て
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
数
は
増
大
、
重
症

者
、
死
傷
者
と
も
に
増
え
、
過

去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
原
因

が
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
観
光
地
で
は
死
活
問
題
で

す
。
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
に
人
の
移
動
を
抑
え
れ
ば
経

済
活
動
は
低
迷
し
、
多
く
の
副

作
用
が
起
こ
り
ま
す
。
現
在
、

感
染
の
拡
大
や
重
傷
を
防
ぎ
、

死
者
を
減
ら
す
た
め
に
も
マ
ス

ク
の
着
用
は
必
須
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
強

化
す
る
方
法
は
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
に
乾
燥
し
た
空
気

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

大
陸
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
な

ど
、
海
か
ら
遠
く
な
る
と
湿
度

は
下
が
り
、
空
気
が
乾
燥
す
る

と
ウ
イ
ル
ス
の
周
り
は
水
蒸
気

な
ど
の
水
滴
が
少
な
い
の
で
、

ウ
イ
ル
ス
は
舞
い
上
が
り
、
島

国
で
は
水
分
が
多
い
の
で
ウ
イ

ル
ス
は
下
に
落
ち
や
す
く
な
る

で
し
ょ
う
。
ウ
イ
ル
ス
は
主
に

鼻
か
ら
入
り
ま
す
。
鼻
の
中
の

湿
気
が
高
け
れ
ば
直
接
肺
に
入

る
率
が
低
く
な
り
、
重
症
化
が

減
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。台
湾
、韓
国
、日
本
、タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
大
陸
よ
り

死
者
が
少
な
い
理
由
と
思
わ
れ

ま
す
。
冬
に
な
り
、
湿
度
が
下

が
っ
て
く
る
と
再
び
ウ
イ
ル
ス

は
舞
い
上
が
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
北
海
道
は
本
州
よ
り
も
大

陸
的
で
乾
燥
し
ま
す
。

高
齢
者
が
重
症
化
し
や
す
い
の

は
、
水
分
不
足
が
原
因
な
ら
水

分
補
給
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　
草
津
温
泉
も
危
険
視
さ
れ
た

共
同
浴
場
で
は
湯
気
な
ど
の
湿

気
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
直
接

肺
に
入
る
の
を
防
い
で
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
１　
共
同
浴
場
の
「
コ
ロ
ナ

禍
で
町
内
者
以
外
の
入
浴
を
お

断
り
」
を
下
ろ
し
ま
せ
ん
か
？

Ｑ
２　
写
真
は
、
鼻
の
中
の
湿

度
を
上
げ
る
た
め
に
創
っ
た
ガ

ラ
ス
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
加
湿
器
で

万
代
源
泉
が
入
っ
て
い
ま
す
。

乾
燥
期
に
一
日
に
何
回
か
鼻
に

向
か
っ
て
散
布
し
ま
す
。
湯
の

花
で
詰
ま
ら
な
い
万
代
源
泉

は
、
酸
性
が
強
い
の
で
散
布
す

れ
ば
弱
酸
性
の
肌
に
は
よ
い
か

と
思
い
ま
す
。
草
津
温
泉
水
は

傷
な
ど
の
修
復
に
も
効
き
ま
す

の
で
お
土
産
と
し
て
、
ま
た

は
記
念
品
と
し
て
使
い
ま
せ
ん

か
。

A
1
共
同
浴
場
と
い
う
の
は

町
民
が
利
用
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
風
呂
で
す
。
共
同
浴
場

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
私
は
施

設
の
建
設
は
草
津
町
が
行
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
管
理
は
各
区
に

委
ね
て
い
る
。
各
区
が
判
断
す

れ
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
も
構
わ

な
い
と
い
う
見
解
を
何
度
も
述

べ
て
お
り
ま
す
。
当
然
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
見
ず
知
ら
ぬ
人
と
そ

こ
の
住
民
が
一
緒
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
た
だ
町
と
し

て
そ
れ
を
排
除
し
な
さ
い
と
も

言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
受
入

れ
を
し
な
さ
い
と
も
言
っ
て
な

い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
区
の

判
断
で
あ
る
。
共
同
浴
場
と
い

う
の
は
、
私
は
町
民
の
た
め
の

風
呂
で
あ
る
と
。
そ
れ
を
町
外

者
が
全
く
入
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
各
区
が
判
断

し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

A
2　
私
は
医
学
者
で
も
科
学

者
で
も
な
い
。
素
人
が
医
学
に

効
く
ん
だ
と
か
な
ん
と
か
と
い

う
も
の
を
私
が
コ
メ
ン
ト
す
る

立
場
に
な
い
。

　
今
、
群
馬
大
学
に
対
し
て
、

草
津
温
泉
の
成
分
が
ど
の
よ
う

な
コ
ロ
ナ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か

検
証
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
私
は
素
人
で
す
か
ら
、
あ

く
ま
で
も
学
者
、
科
学
者
、
そ

れ
ら
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
上
で
、
よ
い
結
果
が
出
れ

ば
、
そ
う
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
の

な
い
も
の
を
私
が
、
素
人
が
、

あ
あ
す
る
こ
う
す
る
と
い
う
こ

と
は
人
の
健
康
に
か
か
わ
る
こ

と
で
す
か
ら
、
答
え
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
群
大

の
教
授
に
今
研
究
さ
せ
て
い
る

の
は
事
実
で
す
。

中澤康治 議員

町　
　
長

アトマイザーに入れた万代源泉
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一般質問一般質問
　
一
般
質
問
の
前
に
、
11
月
26

日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
、
後
藤
文
雄
議
員
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
は
、
町
長
の
陣
頭
指
揮
の
も

と
、
様
々
な
準
備
、
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
生
活
様
式
、
通
勤
形
態
な

ど
が
、
様
々
に
変
化
を
し
て
い

ま
す
。
都
心
の
企
業
に
お
い
て

は
、
リ
モ
ー
ト
で
働
く
企
業
が

増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
田

舎
暮
ら
し
に
、
移
行
す
る
な
ど

の
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
草
津
町
で
は
、
２
０
１
９
年

度
に
は
、
移
住
支
援
金
制
度
を

活
用
し
、
２
人
以
上
の
世
帯
に

100
万
円
、
単
身
者
に
60
万
円
を

支
給
す
る
と
い
う
制
度
が
活
用

さ
れ
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
制
度
上
仕
方
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

求
人
に
就
職
」
ま
た
は
「
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て

実
施
す
る
企
業
支
援
事
業
者
に

係
わ
る
企
業
支
援
の
交
付
決
定

を
受
け
て
い
る
」
者
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
今
後
草

津
町
に
定
住
す
る
方
が
増
え
て

行
く
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
み
な
か
み
町
で
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
設
立
し
、
住
宅

供
給
も
始
め
て
い
ま
す
。
渋
川

市
で
も
、
市
内
の
空
き
家
を
調

査
し
、「
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
物
件
は
『
資
源
』
と
し
て

移
住
定
住
者
の
呼
び
込
み
に
活

用
す
る
」
な
ど
、「
空
き
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
渋
川
市
は
、
空

き
家
の
適
切
な
管
理
や
利
活
用

支
援
に
対
し
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
情
報
掲
載
の
ほ
か
、
家
具

の
片
付
け
や
改
修
費
用
に
補
助

金
を
出
す
な
ど
し
て
い
ま
す
。

２
点
質
問
し
ま
す
。

Ｑ
１　
昨
年
９
月
議
会
に
お
い

て
、
金
丸
議
員
の
一
般
質
問

で
、
空
き
家
対
策
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
町
は

空
き
家
の
調
査
を
平
成
28
年
度

以
降
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
現
在
の
調
査
状
況

と
空
き
家
撤
去
の
補
助
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ｑ
２　
我
が
町
に
は
、
魅
力
あ

る
古
民
家
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生

活
様
式
に
な
り
つ
つ
あ
る
リ
モ

ー
ト
生
活
者
に
対
し
、
定
住
へ

の
呼
び
込
み
。

ま
た
、
新
幹
線
通
勤
者
へ
の
補

助
を
出
し
て
い
る
「
み
な
か
み

町
」
の
よ
う
に
、
新
宿
・
渋
谷

へ
の
直
通
高
速
バ
ス
通
勤
の
補

助
と
い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

A
1　
「
特
定
空
き
家
」
の
調

査
は
現
状
で
は
出
来
て
い
な

い
。
平
成
28
年
度
に
実
施
調
査

を
も
と
に
土
木
課
職
員
に
よ
り

現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。
調

査
を
継
続
し
て
空
き
家
等
対
策

計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。
令
和
２
年
度
当
初
予
算

で
、
補
助
制
度
を
創
設
。
建
物

の
除
去
（
取
壊
し
）
で
50
万
円

を
上
限
に
補
助
を
行
う
も
の
。

今
年
度
250
万
円
の
予
算
計
上
で

既
に
５
件
の
申
し
込
み
が
あ

り
、そ
の
う
ち
２
件
の
除
去（
取

壊
し
）
が
完
了
し
て
い
る
。
今

年
度
予
算
は
全
額
執
行
予
定
。

補
助
制
度
へ
の
問
合
せ
も
数
件

来
て
い
る
、
地
域
の
防
災
を
含

め
安
全
面
、
衛
生
面
、
景
観
面

な
ど
都
市
計
画
上
の
観
点
か
ら

も
継
続
し
て
い
く
。

A
2　
過
疎
地
域
で
は
、
首
都

圏
か
ら
の
移
住
や
定
住
者
を
増

や
す
た
め
、
様
々
な
施
策
を
行

っ
て
い
る
。
多
額
の
予
算
を
投

じ
な
が
ら
日
本
の
人
口
を
右
に

左
に
移
し
た
と
し
て
も
地
域
経

済
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
の
効

果
を
生
む
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。
草
津
町
の
状
況
は
、
こ

こ
数
年
自
然
増
減
は
あ
る
が
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
。
急
激
な

人
口
減
少
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
思
う
。
定
住
人
口
は
減
っ
て

い
る
が
、
就
労
人
口
は
増
え
て

い
る
と
推
測
し
て
い
る
。
草
津

町
に
は
、
観
光
と
い
う
産
業
が

あ
る
。
経
済
が
あ
る
以
上
、
一

時
的
に
人
口
は
減
る
が
、
ど
こ

か
で
止
ま
り
改
善
さ
れ
る
。
町

の
経
済
を
発
展
さ
せ
て
、
教

育
、
福
祉
の
充
実
、
観
光
も
充

実
さ
せ
る
。
政
治
も
経
済
も
結

果
主
義
だ
と
考
え
て
い
る
。

有坂太宏 議員

町　
　
長

定
住
と
空
き
家
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
設
立
に
つ
い
て
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議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果
出
席
者
数

賛
　
成
反
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

新
井
　
祥
子

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

後
藤
　
文
雄

黒
岩
　
　
卓

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一

可…可決　　否…否決　　○…賛成　　×…反対　　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。
新井祥子氏は 12月 6日に失職した為「失」で表示しております。

草津町職員の給与に関する条例及び草津町一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部改正 12 10 1 可 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

【承認】専決処分事項の承認（バス事業支援高速バス等ラッピング事業） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
【発議】中澤康治議員に対する議員辞職勧告決議 12 9 1 可 ○ ○ ○ × ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 10 8 1 可 ○ ○ ○ 失 ○ × ○ ○ ― ○ ○
国民健康保険税条例の一部改正 10 8 1 可 ○ ○ ○ 失 ○ × ○ ○ ― ○ ○
介護保険条例の一部改正 10 8 1 可 ○ ○ ○ 失 ○ × ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　一般会計補正予算（第８次） 10 8 1 可 ○ ○ ○ 失 ○ × ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　国民健康保険特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　介護保険特別会計補正予算（第２次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　公共下水道事業特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ２　前口簡易水道事業特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
水道事業会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
温泉引用許可事項の変更 10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○
【発議】　議会改革特別委員会設置について 11 8 2 可 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ － ○ ○
【発議】　草津町議会議員政治倫理条例の一部改正 11 8 2 可 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ － ○ ○
【選挙】　草津町選挙管理委員会の選挙について 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
【発議】　所得税法第56条の廃止を求める意見書の提出 10 6 3 可 ○ × ○ 失 × ○ ○ ○ － ○ ×
【発議】　安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための意見書の提出

10 9 0 可 ○ ○ ○ 失 ○ ○ ○ ○ － ○ ○

11
月
19
日
開
催

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
案
第
１
号

草
津
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
草
津
町
一
般
職
員
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
等
と
同
様
に
期
末

手
当
支
給
月
を
0.05
月
分
引
き
下
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

承
認
第
１
号

R
２
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

次
）
繰
越
明
許
費

【
事
業
名
】
バ
ス
事
業
支
援
高
速

バ
ス
等
ラ
ッ
ピ
ン
グ
事
業

【
翌
年
度
繰
越
額
】
100
万
円

　
本
事
業
は
交
付
金
事
業
で
あ
る

た
め
、
単
年
度
で
完
結
す
る
こ
と

が
基
本
。
３
月
ま
で
広
告
事
業
を

予
定
し
て
い
る
が
、
バ
ス
に
施
し

た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
剥
が
す
作
業
が

４
月
以
降
と
な
る
た
め
、
繰
越
明

許
を
行
い
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

発
議
第
１
号

　
中
澤
康
治
議
員
に
対
す
る

　
議
員
辞
職
勧
告
決
議

　
中
澤
康
治
議
員
は
「
令
和
元
年

度
決
算
総
括
質
問
」
に
お
い
て
、

滞
納
処
理
に
対
し
「
払
わ
な
く
て

い
い
人
た
ち
に
恩
を
売
る
こ
と
が

で
き
、
悪
の
温
床
に
な
る
。」
と

発
言
さ
れ
た
が
、
自
ら
が
代
表
取

締
役
を
務
め
る
法
人
の
温
泉
権
移

転
が
適
正
に
行
わ
れ
ず
、
移
転
に

係
る
費
用
も
関
連
す
る
会
社
か
ら

納
入
さ
れ
て
い
な
い
事
実
を
真
実

と
認
め
な
が
ら
謝
罪
も
さ
れ
な

い
。

　
ま
た
、
新
井
祥
子
議
員
の
解
職

を
求
め
る
署
名
簿
の
閲
覧
し
た
内

容
を
類
推
で
き
う
る
表
記
を
用
い

新
聞
折
込
を
行
う
な
ど
の
行
為
は

議
員
と
し
て
の
資
質
が
問
わ
れ
議

員
辞
職
勧
告
決
議
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

提
出
者　
後
藤
文
雄　
宮
﨑
謹
一

　
　
　
　
宮
崎
公
雄　
中
澤
広
夫

　
　
　
　
湯
本
晃
久　
金
丸
勝
利

　
　
　
　
安
井
尚
弘　
市
川
祥
史

　
　
　
　
有
坂
太
宏

審
議
結
果　
可
決

賛
成
９
名　
反
対
１
名

【11月 19日　臨時会】

【12月定例会】
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請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
件名 要旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果

家族従業者の人権保障
のため「所得税法第56
条の廃止を求める意見
書」採択を求める請願

　中小業者の家族従業者の自家労賃は所得税法
第56条により必要経費として認められていな
い。所得税法第56条の廃止を求める意見書を
政府、関係機関への提出を請願する。

　吾妻郡中之条町
　吾妻民主商工会婦人部
　代表者　平形典子
　紹介議員：有坂太宏

総務観光
常任委員会

採択

議員発信の広報につい
ての要望書

　政治倫理基準制定にあたり、町民の名誉や信
用を損なわせるような内容をふくむ議会活動報
の発行あるいはその言動を行わせることがない
ようなものにして整備してほしい。

　草津町
　山本和久

議会運営
委員会

採択

父母による子どもの共
同養育に関する陳情

　子どもを持つ夫婦の別居や離婚後も親子が良
好な関係を保ち、直接接触できて、子供の最善
の利益が守られるような子どもの養育支援が草
津町において必要である。また、子どもの親権
争いを激化させ、他方の親の同意のない子ども
の連れ去りや同居親が子どもを別居親に会わせ
ないなどの親子関係の断絶を引き起こす原因と
なる離婚後等単独親権制（民法第819条）の
改正と父母による子どもの共同養育制度の整備
について地方自治法第99条にもとづく国への
意見書提出を陳情する。

　渋川市
　ぐんま子ども愛育の会
　会長　猪熊篤史

民教土木
常任委員会

審議未了

安全・安心の医療・介
護の実現と国民のいの
ちと健康を守るための
陳情書

　新型コロナウイルスのパンデミック（感染爆
発）は経済活動や国民生活への影響と共に医療
崩壊などが取りざたされ、国民のいのちと健康
が脅かされる事態となった。それらを中心的に
担う公立・公的病院の重要性、従事職員の不足
の問題が明らかとなっている。これらの諸問題
の背景には社会保障費の抑制策や公衆衛生施策
の縮減がある。これらの影響を最小限とするた
めに医療、介護、福祉、公衆衛生施策の拡充が
喫緊の課題である。地方自治法第99条にもと
づく国への意見書提出を陳情する。

前橋市
　群馬県医療労働組合連合会
　中央執行委員長
　石関貞夫

民教土木
常任委員会

採択

県有施設「群馬県ライ
フル射撃場」廃止の中
止を求める請願書

　群馬県による県有施設ありかた検討委員会に
おいて「群馬県ライフル射撃場」の廃止を検討
する方針が示されている。県有施設「群馬県ラ
イフル射撃場」廃止の中止を求める意見書を群
馬県へ上げていただきたい。

　高崎市
　群馬県ライフル射撃協会
　会長　岡田榮三
　紹介議員：有坂太宏　

民教土木
常任委員会

継続審査

町
議
会
議
員
後
藤
文
雄
氏
が

11
月
26
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
文
雄
議
員
は
平
成
15
年
に
初

当
選
さ
れ
て
以
来
4
期
（
10
年
8
ヵ

月
）
に
わ
た
り
草
津
町
議
会
議
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
財
政
自
立
八
ッ
場
ダ
ム

対
策
特
別
委
員
長
や
議
会
運
営
委
員

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
草
津
町
議
会

運
営
の
重
要
な
役
割
を
担
い
ご
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
議
員
活
動
の
な
か
で
残
さ
れ
た
功

績
は
数
え
切
れ
ず
、
後
藤
議
員
の
多

く
の
提
案
が
形
と
な
っ
て
町
の
な
か

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
先
頭
に
立
っ
て
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
と
も
に
行
動
さ
れ
た

後
藤
文
雄
議
員
は
草
津
町
の
歴
史
に

残
る
偉
大
な
政
治
家
の
一
人
で
あ
り

ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

後藤文雄 議員
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湯本晃久 議員

122021．1． 29 122021． 1． 29

議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。
今回は湯本晃久議員です。

忙 中
感
記

　１２月定例議会にて、草津町
議会議員政治倫理条例の改正案
が可決されました。今回の改正
で、議員がしてはならない行為
を示す『政治倫理基準』に「虚
偽又は真偽の疑わしい風説の流
布（るふ）により、他の議員や
町及び町民の名誉を傷つける行

為をしないこと。」という項目
が加わりました。１１月に急逝
された後藤文雄議員から生前提
案があり、今回の改正に至りま
したが、その後藤議員も「こん
な当たり前の提案をしなければ
ならないのは恥ずかしく、情け
ない」と仰っていました。
　議員による情報発信は、取材
への対応、チラシの手配りや新
聞折込、また最近ではＳＮＳな
どのネット発信と、さまざまな
形があります。情報の拡散も早
く、紙で出したものが数日のう
ちにネットに掲載されることも
増えています。活用法は議員各

自、いろいろ考えられると思い
ますが、いずれの方法でも重要
なのは、『情報の裏付けを取
る』ことです。自身の意見につ
いては自分で責任を負えばいい
のですが、その意見を出すに至
る前提が間違っていたり、根拠
が不明確だったりしたのでは、
その意見に説得力は生まれませ
ん。不明な点があればまず調
べ、相手に問い、その上で言論
を成す。そして誤りがあれば謙
虚に改める。後藤議員の思いに
報いるためにも、その大原則を
私自身も含め守っていきます。

議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の
皆さんに議会で話し合われている内容を、イン
ターネットを通しご自宅でご覧いただけます。

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます

◆広報委員会／委員長　市川祥史・副委員長　湯本晃久・委員　安井尚弘　有坂太宏
♦発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191


